
 

貸出冊数： 4 冊  貸出期間： 2 週間 

 

貸出には学生証が必要です 

新入生は仮･学生証で貸出します 

学生証はいりません 

開館時はカウンターへ返却、閉館時は返却 

ポストを利用して下さい 

 

ひばりの図書館  202５．４  

 

 

 

新入生のみなさん、図書館はもう利用しましたか？ 

図書館はひとりで来てもいいし友だちと来てもいい、本を借りてもいいし 

借りなくてもいい、５分で帰ってもいいし開いている時間ならずっといてもいい。 

そんな自由な場所、本との出会いの場所です。 

                                                                                                                      

 

貸出カウンター 

                                                       

 

 

 

 

本の貸出、返却、相談はここで                                                                          

図書館は「レファレンス」という質問や 

相談を受けるサービスも行います 

 

                                                      トイレ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
探究ゼミ 

「ビブリオバトル」 

はここで開催 
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火・木曜は朝も開館しています 

図書館は正面玄関から 

中高に面したブリッジ入口へ 

通り抜けることができます 

朝のフレッシュな図書館を 

のぞいていくのもありです 

 

本の貸出 

本の返却 

図書館は飲食禁止ですが 
このラウンジ席では 
飲み物は OK 

中高側ブリッジ入口 

２F 専門書のフロア 閉館時の 

返却ポスト 

新着図書 

雑誌･新聞 

小説／単行本 
蔵書検索では 

「閲覧室３」と表示 

新書 

小説/文庫 
蔵書検索では 

「文庫」と表示 

分類別の専門書 
蔵書検索では 

「閲覧室２」と表示 

 

＊蔵書検索 

窓際カウンター８席  

映画化 
作品特集 

新着図書の 
オビ展示 

新書ってなに？ 
 

 

 

 

 

 

    

 

 

新書とは新しい本の

ことではなく、このサ

イズの本を 

さします 

1 つのテーマについ

て書かれた専門書 

 

＊館内のあちこちにある 

椅子は自由に移動 OK です。 

自分のお気に入りの場所を 

見つけて下さい。 

３F 文学のフロア 

 

「ビブリオバトル」とは・・・ 
 

バトラーが自分のおすすめの１冊を観客にアツく語る本の 

紹介ゲーム。観客は最後に全紹介本の中から一番読みたく 

なった本を選んで投票。最多得票本が「チャンプ」となります。 

おもしろい本（人）との出会いの場です。 
 

第 0回 ４月２５日（金） １６：３０～１７：３０ 図書館３F 

昨年のゼミ生がデモンストレーションを行います。見学歓迎！ 

 

 

 １８cm 

１０cm 

2 階へは 

右手奥の階段で 

　  開館時間

月 12:35 ～ 18:00

火  8:00 ～  8:20

10:00～ 18:00

水 12:35 ～ 18:00

木  8:00 ～  8:20

10:00～ 18:00

金 10:00～ 18:00

土 10:00～ 14:00

図書館においでよ 

探究ゼミ「ビブリオバトル」 今年も開講します 

 



 

    
新 着 図 書 

分類番号 書名 著者名 出版社

901.3 小説にできること 藤谷治 筑摩書房

913.6 友が、消えた 金城一紀 KADOKAWA

913.6 黒猫とショコラトリーの名探偵 高里椎奈 KADOKAWA

913.6 猫を処方いたします４ 石田祥 PHP研究所

913.6 バニラな毎日 賀十つばさ 幻冬舎

913.6 凜として弓を引く　奮迅篇 碧野圭 講談社

913.6 声に出せずに叫んでる 朝霧咲 講談社

913.6 パラソルでパラシュート 一穂ミチ 講談社

913.6 檸檬先生 珠川こおり 講談社

913.6 短篇七芒星 舞城玉太郎 講談社

913.6 問題物件 大倉崇裕 光文社

913.6 誰よりもつよく抱きしめて 新堂冬樹 光文社

913.6 ドヴォルザークに染まるころ 町田そのこ 光文社

913.6 嵐を超えて会いに行く 綾瀬まる 実業之日本社

913.6 銀座四宝堂文房具店　３.4 上田健次 小学館

913.6 ピクニック部 嶽本野ばら 小学館

913.6 物理学者の心 マーニー 祥伝社

913.6 君と漕ぐ　４.5 武田綾乃 新潮社

913.6 小説家の姉と 小路幸也 宝島社

913.6 建築士音無薫子の設計ノート 逢上 央士 宝島社

913.6 願わくば海の底で 額賀澪 東京創元社

913.6 ふたりの窓の外 深沢仁 東京創元社

913.6 ヘビイチゴサナトリウム ほしおさなえ 東京創元社

913.6 青姫 朝井まかて 徳間書店

913.6 隣人のうたはうるさくて、ときどきやさしい 白尾悠 双葉社

913.6 二人一組になってください 木爾チレン 双葉社

913.6 高宮麻綾の引継書 城戸川りょう 文藝春秋

913.6 ゆびさきに魔法 三浦しをん 文藝春秋

913.6 ＰＲＩＺＥ 村山由佳 文藝春秋

913.6 遊園地ぐるぐるめ 青山美智子 ポプラ社

914.6 みらいめがね２ 荻上チキ 暮らしの手帖社

923.7 台湾漫遊鉄道のふたり 楊双子 中央公論新社

929.13 不便なコンビニ　２ キム･ホヨン 小学館

 913.6 うたかたモザイク 一穂ミチ 講談社

分類番号 書名 著者名 出版社

146.1 自己肯定感は高くないとダメなのか　 榎本博明 筑摩書房

146.8 自分にやさしくする生き方　 伊藤絵美 筑摩書房

150.4 SFマンガで倫理学 萬屋博喜 さくら舎

210.6 一冊でわかる明治時代 大石学 河出書房新社

236.9 一冊でわかるポルトガル史 金七紀男 河出書房新社

293.39 季節で綴るアイルランド 211 山下直子 イカロス出版

332.27 イスラームからお金を考える　 長岡慎介 筑摩書房

336 このオムライスに、付加価値をつけてください 柿内尚文 ポプラ社

350.1 レジの行列が早く進むのは、どっち！？ 佐藤舞 三笠書房

364.021 社会保障のどこが問題か 山下慎一 筑摩書房

367.21 いいね！ボタンを押す前に 治部れんげ　田中東子　浜田敬子 亜紀書房

367.21 教育にひそむジェンダー 中野円佳 筑摩書房

369.3 いのちを守る図鑑 池上彰 ダイヤモンド社

369.38 自分ゴトとして考える難民問題　ＳＤＧｓ時代の向き合 い方 日下部尚徳 岩波書店

372 海外の教育のしくみをのぞいてみよう 園山大祐 明石書店

377.7 わらって、考える!イグ･ノーベル賞ずかん 古澤輝由 ほるぷ出版

384.7 恋の名前 高橋順子 小学館

440 ウソみたいな宇宙の話を大学の先生に解説してもらいました。 平松正顕 秀和システム

457.8 古生物がもっと知りたくなる化石の話 木村由莉 岩波書店

469.2 人類の物語　３ ユヴァル・ノア・ハラリ 河出書房新社

480.76 動物園を100倍楽しむ！　飼育員が教えるどうぶつのディープな話 大渕希郷 緑書房

481.78 ウソみたいな動物の話を大学の先生に解説してもらいました。 小林朋道 秀和システム

491 ウソみたいな人体の話を大学の先生に解説してもらいました。 中尾篤典 秀和システム

498.94 死体はこう言った 上野正彦 ポプラ社

518.8 関西大改造2030 川又英紀 日経BP

596.04 世界ひと皿紀行 岡根谷実里 山と溪谷社

606.916 大阪　関西万博ぴあ ぴあ

645.6 いぬとねこのためのペット防災ＢＯＯＫ Rina 三笠書房

649 獣医さんがゆく 浅川満彦 東京大学出版会

686.21 てっぱく発鉄道物語 荒木文宏 奥原哲志 岩波書店

687.9 世界のびっくり空港 Gakken

726.5 そういうゲーム ヨシタケシンスケ KADOKAWA

726.5 ヲかシな建物探訪記 埜々原 エクスナレッジ

798 人生が変わるゲームのつくりかた 米光一成 筑摩書房

810 やさしい日本語ってなんだろう 岩田一成 筑摩書房

816 ＡＩに書けない文章を書く　 前田安正 筑摩書房

820 四字熟語で始める漢文入門 円満字二郎 筑摩書房

 

最愛の弟を亡くし悲観にくれていた薫子は､残された遺言書から弟の元恋人・せつなと出会う。 

最初は相容れなかった二人をだったけれど、せつなの作る料理が二人の距離を縮めていき 

薫子はせつなが務める家事代行サービス会社「カフネ」を手伝うことに。「おいしい」「たのしい」 

「うれしい」 食べることを通していろんな感情に気づかせてくれる物語。 

＊カフネ／cafune・・・愛おしい人への優しい仕草を意味する言葉 

 

2025 本屋大賞が阿部暁子さん「カフネ」に決定 


